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交通結節点の整備
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観光地渋滞対策の推進
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自転車利用の推進

自転車通行空間の計画的な整備推進

地方公共団体における自転車活用推進計画の策定を

促進するとともに、歩行者、自転車及び自動車が適切

に分離された自転車通行空間の計画的な整備を促進

する。

<関連する講ずべき措置>

○ 地方公共団体における自動車活用推進計画策定の

支援

○ 道路標識・道路標示・信号機の適切な設置・運用 等

＜自転車ネットワーク計画の例＞
（兵庫県三田市）

【出典：三田市】

まちづくりと連携した総合的な取組の実施

＜自転車通行空間明示の例＞
（東京都港区）

歩行者・自転車中心のまちづくりと連携し、生活道路

における通過交通の抑制や無電柱化と合わせた自

転車通行空間の整備についての総合的な取組を実

施する。

<関連する講ずべき措置>

○ 生活道路における交通安全対策の実施

○ 無電柱化と合わせた自転車通行空間の整備 等
＜無電柱化と合わせた通行空間
の整備例＞（愛媛県松山市）

＜生活道路における狭さく部整備例＞
（国交省資料より抜粋）

※自転車活用推進計画より抜粋
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重要物流道路を契機とした 「新たな広域道路交通計画」の策定について

Ⅰ 今後の道路計画の主な課題

新たな国土構造の形成 グローバル化 国土強靭化

(1)

広域道路ネットワーク
計 画

(2)

交通・防災拠点
計 画

(3)

ＩＣＴ交通マネジメント
計 画

各交通機関との連携強化 ＩＣＴ活用・自動運転社会への対応

「平常時・災害時」を問わない「物流・人流」の確保・活性化

Ⅱ 新たな広域道路交通計画の策定

重要物流道路の指定・地域高規格道路等の広域道路ネットワークの再編 等

新たな社会・経済の要請に応えるとともに、総合交通体系の基盤としての道路の役割強化や、ＩＣＴ・自動運
転等の技術の進展を見据えた未来志向の計画が必要。

各地域において中長期的な観点からビジョン、計画を策定 （定期的に見直し）

（現計画※はH6策定、Ｈ10以降未改定） ※広域道路整備基本計画

• スーパーメガリージョンの実現
• 中枢・中核都市等を中心とする地域
の自立圏の形成 等

• インバウンドへの対応
• 国際物流の増加への対応 等

• 災害リスク増大への対応
• 代替機能の強化の必要性 等


